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弊社紹介と栃木県様との主な取り組み
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• ２０１５年創業のソフトウェア会社。
• ロボット、AI、IoTのシステム開発に強み。
• ２０２２年から「栃木県未来技術支援企業」に認定いただく。
• AIなどの技術と農林水産業とのマッチング事業で共同研究な

どを実施。
• 圃場のトウモロコシ苗育成状態ヒートマップ化。
• 養殖魚の体調の可視化など。
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Source: 農林水産省



「いのしかレコード」概要と効果

CONFIDENTIAL Copyright ©2015 – 2025 Forex Robotics Co. Ltd. All 
rights Reserved.



支援事業で期待すること
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• ２０２２年に実証実験を行い、２０２４年４月に事業化として正式サービス開始。
• 本年度は大田原市、那須塩原市、足利市でトライアル運用実施。（日光市も参加予定）

県内での導入推進支援の施策検討。
県外での導入サポート。（他県への紹介、他県でのサポートプログラムの紹介など）
（可能であれば）現在現場で捕獲個体の処分に困っており再利用ができないかのビジネス検討。

ペット用ジャーキーとしての再利用、など。



自治体ヒアリング取り組み状況
（’24/8 ～’25/2）
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最大被害の北海
道内の自治体とし
て訪問本州との違
いをヒアリング。

運用がDXと親和性
が一番よいため、
紙→デジタル化の

サンプルをいただ
きテスト実施。

3市町で運用中。

１２月に研修会で
他の市町担当者
向けにデモを実施。

栃木県

標津町

京都市

運用中自治体あり。

提案中自治体あり。

ヒアリング自治体あり。



農林水産省との対話
• しっぽの提出が省略できるか？

→不正防止対策ができればしっぽ提出が簡略化さ
れる見込み。

• 本サービスの交付金活用可否
• →捕獲精度向上につながれば交付金対象に。

• 2/25 農林水産省「鳥獣被害対策に活用出来
る機器情報」ホームページに「いのしかレ
コード」が掲載開始。
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その他メディア露出
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下野新聞様 ２０２４年10月3日付

個別取材いただき、那須塩原市の実
際の捕獲従事者様の声が載っており
ます。
「事務手続きが９割減った」



活動中に見えてきた課題と方向性
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自治体ヒアリング結果
「事務手続きの簡略化」に対して一定のニーズはある。が、以下の問題で検討が進まないことが多い。

• 【制度問題】紙提出前提の要件のため、「しっぽ提出義務」がなくならない限り難しい。
• 【リテラシ問題】従事者の高齢化が進んでおり、デジタル化が１００％進まない。
• 【コスト問題】農林水産省の交付金を申請できることは理解できるが、どうすればよいか不明瞭。

農林水産省との対話結果
各事務局との対話結果で以下のことが分かった。
• 【制度問題解消の可能性】DXによる不正申請防止につながれば、「しっぽ提出義務」省略可能か。
• 【精度向上の必要性】「捕獲精度向上」を目的に農林水産省交付金の利用が可能。
• 【栃木県でのジビエ再活用の可能性】全頭検査を条件に限定解除の検討は可能。

今後の方向性
• 一旦【制度問題】はおいておく。（弊社のみでの解決不可）
• 【リテラシ問題】【精度向上の必要性】の機能強化を行う。



サービスロードマップ
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フェーズ１ フェーズ2 フェーズ３

2026 2027 2028

地方有害鳥獣の追加
・アライグマ

・ハクビシン他

都市有害鳥獣の追加
・クマ

・カラス他

地域有害鳥獣の追加
・キョン他

紙→DX変換ツール
（AI-OCR）

ローカル生成AI
での捕獲予測

農業支援作業DX
（別アプリ）

アプリ広告収入

スマートわな連携
捕獲通知I/F

AIでの撮影判定

2025

農水省DX認定用
改修

精度
向上

精度
向上

リテ
ラシ



サービスロードマップ 新旧イメージ
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いのしかレコード
クラウド

いのしかレコード
アプリ

捕獲申請
出猟記録
わな記録

連絡事項

集計CSV
申請PDF

情報
入力

紙申請
しっぽ提出

いのしかレコード
クラウド

いのしかレコード
アプリ

捕獲申請
出猟記録
わな記録

連絡事項

情報
入力

紙申請
しっぽ提出

集計CSV
申請PDF

紙申請

紙→DXツール

ローカル生成AI

捕獲申請
出猟記録
わな記録

スマート罠
デバイス

既存システム 新システム（予定）

捕獲タイミング
捕獲データ
生態データ
地域データ

時系列データ
他

捕獲予測レポート



【一緒に作りたい未来】
• 熟練ハンターがいる間に、ノウハウをAIへ学習
• AIによる新米・中堅ハンターの捕獲率向上
• 打率効率化による捕獲頭数の向上

弊社が各自治体と作っていきたい未来
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Source： “鳥獣被害の現状と対策” 令和４年 農林水産省 農林振興局 鳥獣対策・農林環境課 鳥獣対策室

【３～５年後に訪れるべき未来】
• 高齢化による熟練ハンターの引退による捕獲数の激減。
• 捕獲対象が年々増加し歯止めが利かない。

全国的には捕獲数が足りない
• 必要捕獲頭数に２０万頭足りない。
• 集中捕獲キャンペーン等行っても獲物は増加傾向。

最低限の努力で農林を守れる世界へ！



ご清聴ありがとうございました
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お問い合わせ先：

Forex Robotics 株式会社
髙橋 一行
ktakahashi@forexrobotics.jp



補足資料
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【補足】ローカルAIエージェントによる捕獲予測の流れ
（イメージ）
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いのしか
レコード
サーバ

猟友会 各支部

過去データ 本年度データ
各自治体

弊社
Forex Robotics株式会社

デジタルデータ

集計データ
支部ごとの
予測データ
アドバイス

ローカル
AIエージェント
（生成AI ）

DXツール

１

２
３

４

５

６

本年度報告書

その他学習データ

捕獲関連データ

地域データ

時系列データ

生態データ



【補足】一般的なAIエージェントと
ローカルAIエージェントの違い
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一般的なAIエージェント
（Chat GPTなど）

ローカルAIエージェント
（オープンソース）

ネットワーク 必須 必要なし

情報の更新 基本不可 手動で可能（Fine Tuning, LoRA）

追加の学習 可能。だが
データの外部流出の恐れあり。

可能。(RAG)

データは外部には流出しない。

スピード 早い 中～低（GPU利用に依存）

個人情報を含む機微情報があるため、ローカルAIエージェントが良いと判断



いのしかレコード
サーバ

スマート罠デバイス

中型獣用スマート罠の試作
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ESP32
GPS module
LTE-M module

ムロコーポレー
ション様との連携



いのしかレコードを使った捕獲効率化例
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Do: 

GISを利用した捕獲・目撃・わな設置情報の通知

Check: 
GISを利用した捕獲情報のリアルタイム化、可視化

Plan: 
捕獲計画の策定

Action: 
集計データを元に捕獲情報をフィードバック



なぜ捕獲精度向上にこだわるのか？
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最終目標（農水省）
• 有害鳥獣による農作物の被害軽減
• 捕獲精度向上のためのIT導入

自治体（県、市町村）
• 事務手続き・集計作業の省力化
• 予算削減などの板挟み

捕獲従事者（猟師）
• 捕獲報奨金の据え置き
• 物価高によりボランティアか赤字

補助金を使うなら打
率（捕獲精度）が上
がることを期待

定期的な人
員配置による
アマチュア化

予算がないた
め強く言えない

データ不足のため、

属人的な勘や根
性論になりがち

高齢化・コス
ト高による担
い手不足

仲間同士の
ナワバリ争い



農林水産省によるデジタル化推進に協力
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• 2024/09/15に「農林水産省 大臣官房 デジタル戦略グループ」担当者様と弊社でリモート会議を実施。

• 有害鳥獣捕獲申請事務のデジタル化について、「不正申請防止」対策「セキュリティ」対策の観点で国で規
定を定めるべく現在調査中とのこと。

• 「いのしかレコード」で実装しているアプリ側、クラウド側の「不正申請防止対策」、「セキュリティ対
策」の機能の説明を行い、追加規定があれば実装する旨ご連絡。

独自
カメラ
機能

撮影画像
タイム
スタンプ

撮影画像

差し替え
防止

申請
位置情報
改ざん
防止

従事者ID
なり替わり
防止

アカウント
権限
管理



○
  〇
  〇

情報活用等『 いのしかレコード』 〔 Forex 
Robotics 株式会社 （フォレックスロボティクス） 〕

➢ 機器の概要 
スマートフォンアプリで捕獲写真・位置情報を含
めた捕獲申請、出猟目撃、わな設置撤去情報
をクラウドサーバに送信。

クラウドの管理コンソールでリアルタイムで市町
村担当者が確認。申請状態や捕獲位置情報を
可視化。

集計データはエクスポート機能でダウンロード
可能。捕獲効率化の分析をサポート。

➢ 使用目的 
情報活用

➢ 対象鳥獣
シカ、イノシシ、サル  

➢ 特長
・高齢の狩猟者にも扱えるよう「高齢者向けス
マートフォン」に対応。
・撮影時のガイド表示機能。
・不正申請防止用に独自カメラ機能搭載。

➢ 導入市町村
   栃木県 那須塩原市

大田原市
他

２０２４年度導入実績 ３自治体

iOS版・Android用スマートフォンアプリ、位置情報、アプリ内での画像入れ替え防止 企業名 Forex Robotics株式会社
所在地 千葉県船橋市本中山6-8-12-2
連絡先  050-3159-6679 担当髙橋

➢ イニシャルコスト
➢ システム、スマートフォンアプリともに無料

➢ ランニングコスト
➢ 年間利用料＋捕獲実績５０件 12万円（税別）
➢ 追加捕獲申請５０件 4万円（税別）

※捕獲頭数の多い地区に関しては別途お見積いたします。

問い合わせ先

機器情報

イニシャルコスト、ランニングコスト

導入実績

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝｱﾌﾟﾘでのDX化による、猟師の現場での捕獲申請書類作成業務の簡便化
クラウドの管理コンソールによる市町村受付業務などの可視化、リアルタイム化
高齢者向けスマートフォン対応、撮影ガイダンス表示、不正申請防止機能を搭載

すべての製品が鳥獣被害防止総合対策交付金の支援対象となるわけではありません。

活用技術

令和７年１月作成
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栃木県における有害鳥獣による農作物被害と課題
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• R４年度の有害鳥獣による栃木県の農作物被害は２億円弱。
• 資格を有する有害鳥獣従事者には捕獲対象（主にｲﾉｼｼ、ｻﾙ）ごとに地方自治体（国・県・市町）

から報奨金が支払われる。
• 捕獲申請する書類が現状紙ベースのため、写真の提出や入力・集計・管理に余分なコストがかか

る。



【補足】捕獲申請事務の流れ
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捕獲時
デジカメで撮影

紙での申請

DX申請

スマホで
撮影
申請

メール通知を受け
ブラウザで確認
ワンクリック確定

申請用に
写真プリント

1，2か月後
10頭くらいまとめて申請

申請ま
で放置

まとめて手入力でPCへ
データ化

ファイルでコピーし県へ予
算申請するために郵送

（3－5年管理）

ほぼリアルタイム

2,3か月毎

2,3か月毎
ほぼリアルタイム

必要に応じてPDF化
予算申請時は

PDFをリスト化して

メールで県に送って
終了

県もデータで管理
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